





















第 423 4 号
昭和 53 年 3 月 25 日
医学研究科内科系



















脳血管障害例30例，健常例21例を対象とした。 Radiometer社製 oxygen dissociation curve an-
alyzer を用い血液酸素解離曲線を測定し，ヘモグロビンが酸素により 50%飽和される時の酸素分圧を
Pso (温度370C ， PH 7.40) として測定し，血液酸素解離能の指標とした。また， colorimetric法によ
り赤血球内2.3-diphosphoglycerate (2 , 3- DPG) 量を， frozen & thaw technique により赤血球内
PH を測定した。




麻庫の群では30.05 士1. 69mmHg，完全片麻庫の群では31.OO:t O. 20mmHg, somnolence以上の意識障
害が持続した群では32.80:t 1. 55mmHg と， Pso は神経脱落症状が高度のものほど高値を示した。赤血
球内2 ， 3- DPG量平均値は，患者例11.95 :1:: 2.9μM/g. Hb，健常例14.03 士 4.03μM/g. Hbであり，赤
血球内 PH と血築PHの較差は患者例0.156 :1:: 0.027，健常例 O. 155士 0.035であった。即ち，脳血管
障害例にわける血液酸素解離能の増大は， 2, 3- DPG量の増加や赤血球内 PHの低下に基くものでは
ないと考えられた。
ll. 血液酸素解離能と脳循環代謝諸量
不全片麻庫を示す症例10例を対象として脳循環代謝諸量を測定した。脳血流量 (CBF) は Xe- 133 
内頚動脈注入法により測定し，脳動静脈酸素含量較差 ((A-V) 02J は，動脈および内頚静脈上球よ
りの採血により測定した。脳酸素消費量 (CMR02 )は CBF と (A-V)02 の積により算出し， CO2 変
化に対する脳血管反応性 (C02 -R. )は，次式より算出した。
(CBFN -CBFH) XIOO C02-R.= 4 ・ CBFN X (PaC02N -PaC02 H ) 
(N:at ……il川
H: at hyperventilation 
1) Pso と CMR02 ; CMR02 平均値は3.55土 O.59ml 02 /100g/min. であったが， Pso が高値の症例
ほど CMR02 は高値を示し，両者間には有意正相関が成立した (r= 0.8832 , Pく 0.001) 。
2) Pso と (A-V)02; (A-V)02 平均値は 8.15 ::t1. 22ml 02 /dl であったが， Pso が高値の症例ほ
ほど (A-V) O2 は高値を示し，両者間には有意正相関が成立した (r=0.6391 ， P <0.05) 。
3) CMR02 と CO2 -R.; CMR02 が高値の症例ほど CO2 -Rは大であり，両者間には有意正相関
が成立した (r=0.9355 ， Pく 0.001) 。
4) Pso と CO2 -R.; Pso 高値の症例ほど CO2 -R. は大であり，両者聞には有意正相関が成立した









2 )脳血管障害例の血液酸素解離能の増大は， 2.3-DPG量の増加，あるいは，赤血球内 PH の低
下を機序とするものではなかった。
3 )血液酸素解離能の増大は，脳血管障害例の脳動静脈酸素含量較差，脳酸素消費量，脳血管反応
性を代償的に回復させる方向に作用することが示唆された口
-88-
以上，脳血管障害の病態生理に関して，初めて，血液酸素解離能のもつ意義を明らかとした。
論文の審査結果の要旨
本研究は，これまで検討されることのなかった脳血管障害例における血液酸素解離能に着目し，そ
の変化の有無，および，その脳循環代謝に及ぼす影響につき検討したものである。
その結果，脳血管障害例においては，血液酸素解離能が増加していることが判明した。さらに， 守
の血液酸素解離能の増大は，脳血管障害による脳循環代謝諸量の低下に対して，代償的に作用してい
ることが認められた。
これらは，脳血管障害に対する生体防禦反応に関する新知見であり，新しい治療面の展開に貢献し
得るものとして，言平価できる。
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